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学校法人東都医療福祉学院 千住介護福祉専門学校 ２０２５（令和７）年度 事業報告 

学校法人東都医療福祉学院「千住介護福祉専門学校」（以下本校）は、厚生労働省及び東京都より指定・

認可を受け、2008（平成 20）年 4 月に開校した。2025 年 4 月で開校 18 年目を迎え、3 月には第 17

期生が卒業した。卒業生は延べ 340 名となり、その多くが介護、福祉、医療の現場で活躍している。 

2025年度の全国の介護福祉士養成校の入学者は､日本介護福祉士養成施設協会の報告によると7356名

となり昨年に引き続き増加となった｡これは､留学生の増加によるもので、日本人入学者数は減り続けており、

今年度は初めて留学生の割合が 55.3％と半数を超えた。養成施設数(課程)は 272 校(前年度 279 校)､入学

定員数 11,001 名(前年度 11,139 名)となり､運営の厳しさから閉校する養成校が後を絶たない。 

本校の 2025 年度の入学者は、24 名（内留学生 19 名）となり定員充足率は 60％であったが、5 名が

退学し、年度末の在籍は 19 名となった。2 年生は 22 名だったが 3 名退学し 19 名となった。2026 年

度入学者は 22 名（内留学生 21 名）、定員充足率は 55％となる。財政基盤の安定には、充足率を 75％以

上で維持しなければならない。早期の入学者数回復のため新たな方策を検討し、実現に向けた準備を行った。 

 法人の概要 

(ア) 基本情報 

  法人名    学校法人東都医療福祉学院 

  所在地    〒120-0036 東京都足立区千住仲町１４番４号 

  創立年月日  平成 20（２００８）年 1 月２４日 

  開校年月日  平成 20（２００８）年 4 月 1 日 

(イ) 設置する学校・学科 

  千住介護福祉専門学校 介護福祉学科 

(ウ) 学科の入学定員 

介護福祉学科  40 名   

(エ) 役員の概要（2026 年 3 月現在） 

理 事     定数 7～９名    現員 9 名 

監 事     定数 2 名     現員 2 名 

評議員     定数 8～11 名   現員 11 名 

(オ) 教職員数   

  専任教員 3 名 / 非常勤教員 38 名（日本語教員 3 名含む）  

事務職員 2 名 / 非常勤事務職員 2 名 

 本校の教育理念 

・地域にねざし、地域とともに歩む学校 

・介護現場に学び、ともに進む学校 

・学生の成長を支援する学校 

・教員の資質向上を追求する学校 

・ネットワークで、医療・福祉の連携をはかる学校 

 教育目的 

・介護を必要とする方に寄り添い、質の高いケアを提供する介護福祉士を養成する。 

・介護を含む地域課題を深く理解し、福祉の向上を目指す専門職の連携を育む。 

・誰もが住みなれた町で、その人らしく生活

できる社会の創出に資する。 

 介護福祉士国家試験合格への教育指導 

  在学生 19 名中 15 名が合格した。日本人は 

全員合格、不合格 4 名は留学生（うち 2 名はパ

ート合格）だった。N2 取得者でも不合格、N3

で合格した留学生もおり、日本語力だけでは合否

は決まらないことが明らかになった。4 回の模試

と個別面談を実施したが、個々の学習へのフォロ

ーは不足していた。事例問題への対策（読解力・時間配分）も不十分であった。学生は休みでも登校し、

第 38 回国家試験 受験者 合格者 合格率 

総数 78.469 名 54987 名 70.1％ 

介護福祉士養成校 7.824 名  4.603 名 58.8％ 

養成校留学生 4.461 名 1.540 名 34.5％ 

養成校日本人 3.363 名 3,063 名 91.1％ 

千住介護 総数 19 名 15 名 78.9％ 

千住介護 留学生 14 名 10 名 71.4％ 

千住介護 日本人 5 名 5 名 100％ 



積極的に教員へ質問するなど意欲的に学習した。既卒受験者 9 名は全員不合格であり、既卒者の受験対策

も課題である。 

 教育内容の充実 

非常勤講師や障がい当事者を招いた講義を増やした。介護現場や関連施設への校外学習を実施し、次 

年度も継続する予定である。実習室の畳を更新し、模擬人形を製作するなど教材を充実させた。付帯事業 

である実務者研修は受講者 5 名と昨年度から減少した。EPA 介護福祉士候補者コースは定員 40 名のう 

ち 38 名が受講した。介護支援専門員試験対策講座は準備が間に合わず、昨年度の録画視聴で対応した。 

 学生確保 

ホームページの更新や SNS 発信は実施できなかった。留学生説明会で卒業生・在学生が通訳などに協 

力を求め、参加者からわかりやすいと好評であったが、介護福祉や学費制度など複雑な内容を留学生にわ 

かりやすく伝える工夫が不足していた。説明内容の改善・ブラッシュアップが必要である。入試は 60 名 

超が受験し、合格者は 21 名だった。マッチング希望者は 50 名超だったが、合格者は 8 名にとどまった。 

日本人受験者は 1 名で合格した。マッチングには 8 法人が参加し 15 名分の枠を用意したが、合格者不 

足で対応できなかった。マッチングは手続きが煩雑で、仕組みの大幅な見直しが必要である。 

 学業継続のための支援 

在校生は合計 45 名でスタートしたが、8 名（日本人 5 名・留学生 3 名）が退学した。日本人退学者 

に共通する背景として、家庭の機能不全がある。学校だけの支援では限界があった。学生支援には外部機 

関との連携や専門職配置が必要である。留学生の退学理由は学業不振と生活不安があっても、相談相手が 

おらず、孤独が主な要因ではないか。学習の遅れや日本語力の不足があっても、アルバイトのため補講時 

間が確保できない状況もあり、課題解決が困難であった。入学前に学校生活の見通しやアルバイトとの両 

立について理解できるよう説明し、慎重な選抜が必要であった。 

体温計・サーキュレーターの寄贈により健康管理と感染予防対策が向上した。「100 円食堂」を不定期 

で実施し、学生に好評だった。多くの支援に対し感謝している。 

 進路指導 

法人からの支援を受けているものを除いては、進路指導担当と相談し就職・進学を決定した。法人に 

支援を受ける学生も、就職手続きや不安があれば随時相談に対応した。進路未決定のまま卒業した学生は 

おらず、全員が希望先へ進路を決定した。退学した 8 名にも可能な限り進路指導を実施し、留学生には在 

留資格変更の手続きを行い、日本人退学者 2 名は家族と共に進路を検討し就職に至った。残る日本人 3 

名は連絡が取れなくなっている。 

 財政基盤の安定化 

定員充足率 75％以上は達成できなかった。理事会・評議員会と適切な関係を築き、学校運営の体制 

強化が課題である。留学生増加のため、支援法人の拡大と安心して学べる環境整備は継続課題である。法 

人の要請に応えるため、留学生の安定した入学確保も求められる。定員確保と運営安定のため、通学によ 

る実務者研修と留学生への日本語指導、日本人には低負担で資格取得可能な 1 年課程の設置を検討し始め 

た。多くの寄付や支援を受け、故小池保子先生からも遺贈を賜った。支援者の期待と小池先生の遺志に沿 

うよう、大切に活用していく 

10. 職場環境の改善 

  専任教員用 PC モニターを更新し作業しやすくなった。新しい職員ロッカーを購入し、個別で貴重品管 

理が可能になった。学生の在籍管理を一元化するため、教務システム導入を決定した。東葛看護学校を訪 

問し活用方法の助言を受けた。 
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